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私
た
ち
は
成
長
戦
略
を
し
っ
か
り
や
っ
て

い
け
ば
、
増
税
す
る
こ
と
な
く
、
国
家
の

債
務
の
問
題
も
解
決
で
き
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

法
人
税
率
の
半
減
、
あ
る
い
は
金
融
の

徹
底
的
な
緩
和
、
そ
し
て
新
し
い
基
幹
産

業
、
新
し
い
交
通
イ
ン
フ
ラ
を
ど
ん
ど
ん

つ
く
っ
て
い
け
ば
、
デ
フ
レ
を
脱
却
し
、

日
本
経
済
を
成
長
さ
せ
る
こ
と
は
ま
だ
ま

だ
可
能
で
す
。

③
原
子
力

そ
し
て
三
つ
目
は
「
原
子
力
」。
安
く

て
安
定
的
な
電
力
は
産
業
の
基
礎
で
あ
り
、

こ
れ
を
し
っ
か
り
守
る
に
は
原
発
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
今
年
の
夏
、
政
府
は
原
発
ゼ

ロ
と
い
う
シ
ナ
リ
オ
を
用
意
し
ま
し
た
が
、

そ
う
す
る
と
電
気
代
は
最
大
２
倍
に
な
り
、

経
済
成
長
は
必
ず
鈍
化
し
ま
す
。
さ
ら
に

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
導
入
す
る
に
は
、

50
兆
円
も
の
投
資
が
要
る
と
い
う
こ
と
で
、

こ
れ
は
極
め
て
愚
か
な
選
択
で
す
。
今
後

も
引
き
続
き
原
発
推
進
が
必
要
で
す
。

私
た
ち
は
今
回
の
衆
院
選
を
「
救
国
選

挙
」
と
位
置
付
け
、「
防
衛
力
」「
経
済
力
」

「
原
子
力
」、
こ
の
３
つ
の
力
を
生
か
し
て
、

国
難
か
ら
わ
が
国
を
救
い
、
日
本
復
活
を

必
ず
成
し
遂
げ
ま
す
。

ついき秀学党首は11月19 日、東京・赤坂の党本部で
記者会見し、衆院選（12月16日投開票）に、比例代表
11ブロック42人、選挙区 20 人の計 62人を擁立する
と発表しました。

今
回
の
突
然
の
解
散
に
つ
い
て
、

「
バ
カ
正
直
解
散
」
と
い
う
向
き
も

あ
り
ま
す
が
、
私
た
ち
は
非
常
に
大

き
な
怒
り
を
覚
え
て
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
民
主
党
政
権
は
、「
消

費
増
税
は
し
な
い
」
と
言
っ
て
発
足

し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
民
に
信

を
問
う
こ
と
な
く
消
費
増
税
法
を
成

立
さ
せ
、
そ
の
上
で
解
散
す
る
と
い

う
ん
で
す
か
ら
、
バ
カ
正
直
で
は
な

く
嘘う

そ

を
つ
い
て
い
る
。「
嘘
つ
き
解

散
」、あ
る
い
は
「
不
誠
実
解
散
」「
遅

す
ぎ
解
散
」、
こ
う
呼
ぶ
の
が
妥
当

か
と
思
い
ま
す
。

防衛力

経済力

つの力で３
ニッポンを救おう！

民
主
党
、自
民
党
、

第
三
極
を
ど
う
見
る
か

国
を
救
う
３
つ
の
力

３
年
あ
ま
り
の
民
主
党
政
権
下
で
、

日
本
の
政
治
は
混
迷
を
極
め
ま
し
た
。

普
天
間
基
地
移
設
や
、
中
国
に
よ
る
尖

閣
諸
島
侵
犯
等
の
外
交
・
安
全
保
障
の

問
題
、
消
費
増
税
と
い
う
誤
っ
た
選
択
、

そ
し
て
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
原
発
事

故
を
受
け
て
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
迷

走
。
も
う
民
主
党
に
政
権
を
任
せ
る
わ

け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

で
は
、
政
権
奪
還
を
う
か
が
う
自
民

党
は
ど
う
か
と
い
え
ば
、
民
主
、
自
民
、

公
明
の
三
党
合
意
で
消
費
増
税
法
を
成

立
さ
せ
、
さ
ら
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に

つ
い
て
は
「
原
発
は
必
要
で
あ
る
」
と

言
わ
ず
、
あ
い
ま
い
な
ま
ま
や
り
過
ご

そ
う
と
し
て
い
る
。

第
三
極
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
日

本
維
新
の
会
等
は
、
事
実
上
、〝
野
合
〟

①
防
衛
力

ま
さ
に
「
日
本
、
危
う

し
！
」
と
い
う
状
況
で
す
が
、

幸
福
実
現
党
は
３
つ
の
力
で

こ
の
国
を
救
い
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

一
つ
は
「
防
衛
力
」
で

す
。
尖
閣
諸
島
周
辺
海
域
に

は
、
中
国
の
監
視
船
が
連
日

や
っ
て
き
て
、
立
ち
去
ろ
う

と
し
な
い
と
い
う
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
操
っ

て
い
る
の
が
、
今
回
、
総
書

記
に
な
っ
た
習
近
平
氏
で
は

な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
９
月
に
起
き
た
反
日
デ

モ
に
関
し
て
も
、
裏
で
操
っ

て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

就
任
時
の
記
者
会
見
で
は
、

「
我
々
の
責
任
は
引
き
続
き

中
華
民
族
の
偉
大
な
復
興
の

た
め
に
努
力
奮
闘
し
、
中
華

民
族
を
世
界
の
民
族
の
中
で

さ
ら
に
力
強
く
自
立
さ
せ
る

こ
と
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い

師走の衆
院選

ま
す
が
、
中
華
帝
国
主
義
を
加
速
さ
せ

て
い
る
意
図
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

中
国
は
反
日
デ
モ
に
お
け
る
市
民
の

破
壊
活
動
を
放
置
す
る
な
ど
、
極
め
て

野
蛮
な
姿
を
見
せ
て
い
ま
す
が
、
そ
う

い
う
国
が
、何
十
年
も
前
か
ら
核
を
持
っ

て
い
る
。
そ
し
て
、「
核
兵
器
を
使
う

ぞ
」
と
わ
が
国
を
恫ど

う
か
つ喝

し
て
く
る
危
険

が
迫
っ
て
い
る
こ
と
を
、
私
た
ち
は
憂

慮
し
て
い
ま
す
。
非
核
三
原
則
を
見
直

し
て
、
日
本
と
し
て
独
自
で
核
を
持
た

な
け
れ
ば
、
こ
の
国
を
守
り
抜
く
こ
と

は
厳
し
い
の
で
す
。

日
米
同
盟
は
大
事
で
す
が
、
自
分
た

ち
が
核
の
被
害
を
受
け
て
ま
で
、
ア
メ

リ
カ
が
日
本
を
守
る
と
い
え
る
か
ど
う

か
、
こ
れ
は
な
ん
と
も
言
え
な
い
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
「
自
分
の

国
は
自
分
で
守
る
」
と
い
う
主
権
国
家

と
し
て
の
大
原
則
に
基
づ
き
、
国
防
強

化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

②
経
済
力

二
つ
目
は
「
経
済
力
」
で
す
。
消
費

増
税
は
間
違
い
で
す
。
増
税
す
べ
き
で

な
い
と
き
に
増
税
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

と
な
り
つ
つ
あ
り
、
こ
の
国
を
引
っ
張
っ

て
い
く
に
は
力
が
足
り
な
い
。
し
か
も
、

国
防
上
の
危
機
が
迫
り
、
国
の
力
を
一
つ

に
ま
と
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
き
に
、

道
州
制
や
地
方
分
権
と
い
う
全
く
違
っ
た

ベ
ク
ト
ル
に
日
本
を
持
っ
て
い
こ
う
と
し

て
お
り
、
こ
れ
は
極
め
て
問
題
で
す
。

現
状
の
国
難
に
際
し
て
、
正
し
い
方
向

に
導
い
て
い
け
る
政
党
は
唯
一
、
幸
福
実

現
党
で
あ
る
と
い
う
確
信
の
下
に
、
私
た

ち
は
戦
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ついき秀
し ゅ う

学
が く

党首  出馬表明記者会見
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大川隆法幸福の科学グループ創始者 兼 総裁
幸福実現党創立者 兼 党名誉総裁 幸福実現党の最新刊絶賛発売中！ 絶賛発売中！

1,470円（税込）

1,470円（税込）

ＶＳ．習近平総書記の前哨戦ＶＳ．習近平総書記の前哨戦

衆議院解散、そして中国・習近平体制の発足―。衆議院解散、そして中国・習近平体制の発足―。

世界皇帝を倒す女世界皇帝を倒す女
ミキティが野田首相守護霊に挑む

その日、国師が語った
「幸福実現革命」とは何か!?

解散の戦略、国防危機、原発問題……。
いま、マスコミや国民がもっとも知りたい野田首相の本心に、
幸福実現党の秘密兵器・大門未来 財務局長が鋭く迫る！

加藤文康　　　　　　との緊急対談加藤文康　　　　　　との緊急対談幸福実現党
研修局長
幸福実現党
研修局長

幸福実現
      革命
幸福実現
      革命自由の風の吹かせ方自由の風の吹かせ方

発行：幸福実現党

メールマガジン　HRPニュースファイル 幸福実現党が混迷する世相に鋭く切り込みます。ぜひご登録ください。 ◆ＰＣからは→p-mail@hrp-m.jpに空メールを送信
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＜北海道ブロック＞
順位 立候補者氏名 年齢 出身地 最終学歴 主な経歴

① 小島　一郎 41 東京都 日本大学理工学部 党幹事長代理

② 角
すみ

ケンジロー 42 鹿児島県 北海道大学農学部 元・加商㈱（現 豊田通商㈱）

＜東北ブロック＞
① 松島　弘典 55 岩手県 東京都立大学工学部 党幹事長 ( 兼 ) 選挙対策委員長

② なかにし修二 65 福岡県 日本大学大学院理工学研究科 元・東北コアセンター常務取締役

③ 酒井　秀光 45 福島県 福島大学教育学部 元・㈱アックス福島マネージャー

＜北関東ブロック＞
① 大

おおかど

門　未
み き

来 27 東京都 早稲田大学政治経済学部 党財務局長

② 川辺　賢一 25 埼玉県 早稲田大学政治経済学部 HS 政経塾塾生

③ 鈴木純一郎 25 東京都 早稲田大学商学部 HS 政経塾塾生

④ 安永　陽
あきら

64 山口県 法政大学経済学部 NPO 法人住宅専門消費者セン
ター理事長　元・東京都職員

＜南関東ブロック＞
① かとう文

ぶんこう

康 50 東京都 東京大学法学部 党研修局長

② 屋
や

鋪
しき

　保
たもつ

62 富山県 富山大学工学部 元・会社役員

③ 久我つかさ 40 千葉県 中央工学校測量科 旅館経営

④ 宮松ひろゆき 72 神奈川県 関東学院大学経済学部 フォトジャーナリスト

⑤ 彦
ひこかわ

川だいし 27 神奈川県 東京芸術大学大学院美術研究科 HS 政経塾塾生

＜東京ブロック＞
① 釈

しゃく

　量
りょう

子
こ

43 東京都 国学院大学文学部 党女性局長

② 吉井としみつ 30 東京都 慶應義塾大学理工学部 HS 政経塾塾生

③ 坂本　隆
りゅう

一
いち

62 東京都 早稲田大学理工学部 坂本建設㈱代表取締役   
元・㈱大林組　党東京都本部幹事長

④ 東條　保
やす

子
こ

65 佐賀県 筑波大学理工学郡 ㈱東條経営科学研究所代表取締役 
元・日本アイビーエム㈱

＜北陸信越ブロック＞
① 及川　幸久 52 神奈川県 上智大学文学部　国際基督教

大学大学院 行政学研究科 党外務局長

② 吉田かをる 57 富山県 お茶の水女子大学家政学部 元・富山県立高等学校講師

③ 横井　基
もとゆき

至 32 新潟県 県立新発田南高校 HS 政経塾塾生

＜東海ブロック＞
① 江夏　正敏 45 福岡県 大阪大学工学部 ( 中退 ) HS 政経塾塾長

② 石田あきら 70 大阪府 名古屋工業大学大学院社会
工学専攻 石田地震科学研究所所長

③ 堀田　利恵 50 愛知県 日本福祉大学大学院 医療・福
祉マネジメント研究科修士課程

大学非常勤講師　NPO 代表
元・保護観察官

④ 山本じゅん子 44 愛知県 名古屋大学経済学部 元・名古屋市職員

⑤ 小川　恭
やすひこ

彦 56 三重県 京都産業大学経営学部 自営業

＜近畿ブロック＞
① ついき秀

しゅう

学
がく

41 大阪府 東京大学法学部 党首

② 湊
みなと

　ゆうこ 29 兵庫県 関西学院大学文学部 HS 政経塾塾生

③ 山下　順
のぶまさ

正 54 和歌山県 名城大学法学部 自営業

④ 深田としこ 41 大阪府 京都女子大学文学部 元・東京リーガルマインド

⑤ 北川さとこ 49 京都府 華頂短期大学社会福祉学科 元・社会福祉法人保育士

⑥ 中川よしもり 52 大阪府 鳥取大学医学部 (医 ) 幸福会中川クリニック理事長

＜中国ブロック＞
① 黒川　白

はくうん

雲 46 兵庫県 早稲田大学政治経済学部 党政調会長

② 戸板とくこ 51 広島県 岡山大学医学部 内科医

③ 福光　秀明 64 広島県 近畿大学農学部 党広島県本部幹事長 
元・広島商工センター郵便局長

＜四国ブロック＞
① あえば直

じきどう

道 45 神奈川県 慶應義塾大学法学部 党広報本部長 
全米共和党顧問（アジア担当）

② 竹尾あけみ 58 徳島県 昭和女子大学文学部 元・キョーエイグループ各社取締役

＜九州ブロック＞
① 矢内　筆

ひっ

勝
しょう

51 福島県 早稲田大学社会科学部　早稲田
大学大学院政治学研究科(中退) 党出版局長

② 板
いたはな

花たか子 53 福岡県 日本女子大学文学部 元・経営者

③ 木下まこと 34 大分県 法政大学経営学部 元・議員秘書

④ 松本徳太郎 58 熊本県 国学院大学法学部 ㈱ウエディングボックス代表取
締役

⑤ 髙田のりよし 52 大分県 国立大分工業高等専門学校
土木工学科

党大分県本部幹事長 
元・建設コンサルタント　自営業

比例代表 42人、選挙区 20人、計 62人を擁立

支部 立候補者   氏名 年齢 出身地 最終学歴 主な経歴

北海道５区 森山　佳則 45 東京都 中央大学法学部 幸福の科学新札幌支部長

宮 城 ４ 区 村上よしあき 40 宮城県 東北大学理学部 ㈱学コミ代表取締役

埼 玉 ６ 区 院
いん

田
だ

ひろとし 45 兵庫県 関西大学法学部 元・㈱損害保険ジャパン

千葉 13 区 古川　裕三 30 千葉県 日本大学経済学部 HS 政経塾塾生

東 京 １ 区 伊藤のぞみ 28 東京都 明治大学政治経済学部 HS 政経塾塾生

東 京 ５ 区 そが　周作 33 京都府 大阪教育大学教育学部 HS 政経塾塾生

東京 12 区 服部まさみ 34 福井県 京都嵯峨芸術大学短期
大学部専攻科絵画科 HS 政経塾塾生

東京 22 区 井原よしひろ 57 東京都 早稲田大学理工学術
院創造理工学研究科 元・ユニコンプロダクト㈱

長 野 ２ 区 味岡　淳二 53 長野県 日本大学理工学部 ビジネスコンサルティング事業
経営  元・セイコーエプソン㈱

岐 阜 １ 区 のはらのりこ 56 三重県 南山大学文学部 医療法人野原クリニック理事

岐 阜 ５ 区 加納有
ゆ き

輝彦
ひこ

52 岐阜県 国立岐阜工業高等専
門学校建築学科

元・国際電信電話㈱ 
元・古田酒造 (資)

愛知 11 区 中根ひろみ 38 大阪府 平安女学院大学短期
大学部 元・社会福祉法人保育士

京 都 １ 区 たなべ雄治 36 広島県 京都大学大学院工学
研究科 HS 政経塾塾生

京 都 ４ 区 和田　みな 30 兵庫県 佛教大学大学院文学
研究科 HS 政経塾塾生

大阪 19 区 豊
とよ

田
だ

　隆久 40 京都府 法政大学経済学部 幸福の科学泉佐野支部長

岡 山 １ 区 安原そのえ 50 広島県 享栄タイピスト専門学
校秘書科 元・広島化成㈱

徳 島 ３ 区 小松　ゆか 30 徳島県 一橋大学経済学部 HS 政経塾塾生

福 岡 ４ 区 よしとみ和枝 53 熊本県 九州女子短期大学初
等教育学科 元・公立小学校教諭

鹿児島３区 まつざわいさお 30 鹿児島県 鹿児島大学農学部 幸福の科学政務本部主任

沖 縄 ３ 区 金城タツロー 48 沖縄県 沖縄国際大学文学部 幸福の科学沖縄中部支部長
( 兼 ) コザ支部長

いざ、救国選挙へ！

選挙区

比例代表
12.16
投開票


